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㈱
武
田
組
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除雪作業委託（緊急施行）奥の２ 
       ㈱武田組 現場代理人 戸澤 太一 

この程、東京都西多摩建設事務所長より平成２４年度

優良工事として表彰を頂き、大変名誉な事と感謝してい

ます。また、一昨年に引き続き今回で除雪での表彰は３

回目となり、今回代理人を努めた私としても努力が報わ

れた思いがすると共に、当社でも長年に渡りこの区間の

除雪作業を行ってきた事を誇りになり嬉しく思います。 
本作業委託は、奥多摩周遊道路の奥多摩町と檜原村の

境（月夜見第二駐車場）から檜原村数馬地内（九頭竜橋

（周遊道路終点））までの約９㎞を調査・除雪及び融凍材

を散布する作業でした。 

道路巡回、又は、除雪作業は、前日に担当監督員から

指示を受け作業にあたりました。 
朝６時に九頭竜橋を出発し、九頭竜橋から月夜見第二

駐車場までの路面の確認を行い、７時には担当監督員に

通行可能か通行困難かを、報告を行いました。 
積雪時には、通行止めを早期開放するため、タイヤシ

ョベル・除雪車を増やし、早期解放に努めました。 
除雪時は、九頭竜橋から都民の森までの優先区間（約

４ｋｍ）を朝９時までに、通行可能にし、続いて都民の

森から月夜見第二駐車場までの間を、早期通行可能に出

来るよう除雪作業にあたりました。 
又、道路開放が出来る時間（目標）を決め、その時間

内に除雪及び融凍材散布を行い、無事道路開放出来た時

は、ホッとした事を思い出します。 
今回は、降雪回数は少ない反面、路面の凍結による出

動回数が多く、融凍材の在庫を考慮しながら施工となっ

た。氷点下のなか融凍材を人力積込みによって、腰に大

分負担が掛かかった事も思い出します。 
そうしたなかで、建設局の監督員や関係職員の方々の

御指導を頂き、協力会社、地域住民の皆様のご協力の元、

無事終える事が出来ました。 
誠に有り難うございました。 

 
 

こ
の
度
、
視
察
・
研
修
を
行
っ
た
場
所
は
、 

長
崎
に
あ
る｢

端
島｣

通
称｢

軍
艦
島｣

。 

当
日
の
予
定
は
五
時
三
十
分
組
合
駐
車
場
出
発
。 

十
時
二
十
五
分
長
崎
空
港
着
、
長
崎
市
内
で
昼
食

を
と
り
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分｢

軍
艦
島｣

上
陸
。
視
察
・
研
修
と
い
う
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
し
た
。 

軍
艦
島
と
は
、
長
崎
港
か
ら
南
西
に
約
一
九
㎞

の
沖
合
に
位
置
し
、
南
北
に
約
四
八
〇
ｍ
、
東
西

に
約
一
六
〇
ｍ
、
周
囲
約
一
二
〇
〇
ｍ
、
面
積
約

六
三
〇
〇
〇
㎡
と
い
う
小
島
で
、
遠
望
（
下
写
真
）

が
当
時
の
戦
艦
「
土
佐
」
に
似
て
い
る
。 

一
八
一
〇
年
頃
に
石
炭
が
発
見
さ
れ
、
一
八
九
〇

年
三
菱
合
資
会
社
の
経
営
と
な
り
、
そ
の
後
百
年

以
上
に
わ
た
り
海
底
炭
坑
と
し
て
操
業
さ
れ
た
。 

 

出
炭
量
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
人
口
も
増
加

し
、
最
盛
期
に
は
約
五
三
〇
〇
人
も
の
人
々
が
住

み
、
当
時
の
東
京
都
の
九
倍
も
の
人
口
密
度
に
ま

で
達
し
た
。
一
九
一
六
年
に
は
日
本
で
最
初
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
七
階
建
の
集
合
住
宅
が
建

設
さ
れ
た
。
ま
た
、
娯
楽
施
設
や
お
寺
（
泉
福
寺
）

も
あ
り
、
二
〇
一
二
年
現
在
、
台
風
、
大
波
等
の

影
響
を
受
け
て
は
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
面
影
、 

 

若
手
経
営
者
の
会
視
察
・
研
修
旅
行
に
つ
い
て 

   
 

小
池
建
設
㈱ 

 

小 

池 

啓 

太 
施工体験記 

そ
こ
で
生
活
し
て
い
た
人
々
の
活
気
を
今
で
も
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
も
う
一
つ
驚
か
さ
れ

た
の
は
、
島
の
周
り
を
囲
む
護
岸
。
軍
艦
島
は
天
候･

海
か
ら
の
災
害
を
大
変
受
け
や
す
い
所
に
あ
り
、
大
波

は
時
と
し
て
島
を
飲
み
込
む
ほ
ど
で
、
台
風
も
大
き
な

被
害
を
あ
た
え
た
と
聞
き
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
過
酷
な
状
況
で
護
岸
擁
壁
造
り
に
用

い
ら
れ
た
の
は
天
川
（
ア
マ
カ
ワ
）
と
い
う
石
積
み
工

法
で
し
た
。
砂
岩
で 

あ
る
天
草
石
を
天
川 

（
赤
土
・
石
灰
を
混 

ぜ
た
）
と
呼
ば
れ
る 

接
着
剤
で
接
合
し
て 

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
軍
艦
島
は
、 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
護 

岸
に
見
え
ま
す
が
、 

当
時
の
天
川
で
の
護 

岸
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ 

ー
ト
で
補
修
・
補
強 

を
行
っ
た
姿
に
な
り 

ま
す
。
視
察
を
し
て 

い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト 

部
分
が
は
が
れ
、
天 

川
の
石
積
が
露
出
し 

て
い
る
部
分
も 

見
る
こ
と
が
出 

来
、
当
時
の
技 

術
が
現
在
も
護 

岸
と
し
て
機
能 

し
て
い
る
こ
と 

に
感
動
し
ま
し 

た
。 こ

の
よ
う
な 

貴
重
な
体
験
を 

さ
せ
て
頂
き
、 

西
建
協
若
手
経 

営
者
の
会
代
表 

幹
事
並
に
関
係 

者
の
皆
様
に
心 

よ
り
感
謝
申
し 

上
げ
ま
す
。 

 
 

  

た
国
土
交
通
省
相
武
国
道
事
務
所
の
方
々
、
視
察
現
場
を
提

供
・
説
明
し
て
頂
い
た
大
林
組
の
方
々
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

大
型
工
事
現
場 

視
察
で
は
、
普
段 

と
違
っ
た
視
点
か 

ら
工
法
な
ど
技
術 

力
に
触
れ
、
各
社 

皆
様
の
お
役
に
立 

て
れ
ば
と
思
い
ま 

す
。 

ま
た
、
今
後
、
技 

術
講
習
会
並
び
に 

西
建
協
独
自
で
現 

場
パ
ト
ー
ル
を
実 

施
す
る
予
定
で
す
。 

今
後
の
活
動
に 

皆
様
の
ご
協
力
を 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

本
年
六
月
よ
り
技
術
安
全
委
員
長
と
い
う
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
株
式
会
社
武
田
組
、
武
田
と
申

し
ま
す
。 

重
責
で
は
あ
り
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
の
ご
尽
力
と

委
員
の
方
の
ご
協
力
を
頂
き
、
微
力
な
が
ら
勤
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

我
々
建
設
業
界
は
、
激
し
い
ダ
ン
ピ
ン
グ
競
争
受

注
に
よ
り
各
社
の
運
営
・
現
場
管
理
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
後
総
合
評
価
方
式
に
よ
る
工
事
案
件
が
増

え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
中
、
技
術
力
の
更
な
る
向
上
、

そ
し
て
一
番
重
要
な
安
全
に
つ
い
て
は
よ
り
い
っ
そ

う
重
点
を
置
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
観
点
等
に
よ
り
昨
年
度
ま
で
事
業
委
員

会
の
一
部
会
で
あ
り
ま
し
た
当
委
員
会
は
、
こ
の
程

技
術
安
全
委
員
会
と
し
て
独
立
し
、
活
動
を
始
め
る

事
と
な
り
ま
し
た
。 

早
速
で
す
が
、
先
日
開
催
し
た
大
型
工
事
現
場
視

察
に
は
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
頂
き
、
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
現
場

の
選
定
に
ご
協
力

頂
い
た
方
々
、
準

備
並
び
に
当
日
の

案
内
を
し
て
頂
い  
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 １０ 月 事 業 報 告  

 ３日 建設現場安全パトロール実施 （西多摩分会） 
１２日 広報委員会 ２１９号編集発行 
１４日 西建協・若手経営者の会 研修視察実施 
１６日 事業委員会 
１６日 総務委員会 
１７日 理事会 
２５日 ２４年度 大型現場視察 （技術安全委員会） 
    視察先 首都圏中央連絡自動車道（神奈川県区間） 

       ①川尻トンネル工事  ②相模川橋梁工事   

３１日 西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会  

研修会及び第７回総会開催 １１０名出席 

 １１ 月 事 業 計 画  

 ８日 若手経営者の会 役員会 
 ９日 秋川流域委員会 
１０日 西建協 第２０回 地区対抗ソフトボール大会 

午後１時～ 参加者４８名   
会場：青梅市民球技場野球場Ａ・Ｂ面 
優勝：羽村地区チーム  

１２日 広報委員会 ２２０号編集発行 
１２日 総務委員会  
１４日 事業委員会 
１５日 理事会 
２０日 平成２４年度 技術講習会 （技術安全委員会）  
    時間 午後６時３０分～ 

会場 あきる野ルピア ３階 ホール   
２７日 技術安全委員会 
       

◇ 日建学院青梅校（西建協）からのご案内 ◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

 

◎２級建築士学科（日曜）コース 講義日程 12 月中旬スタート 

◎１級建築施工管理技士学科講座 講義日程  2 月初旬スタート 

◎１級土木施工管理技士学科講座 講義日程  3 月中旬スタート 

１級建築施工・１級土木施工は、学費が会社負担の場合「建設教育

訓練助成金」が受けられ学費の 50％（最高額 10 万円）が助成さ

れます。 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を開講

（５年目）致します。会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）

等の連絡をお待ちしております。 

 

＊詳細説明は随時致します。   

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

＊連絡先  青梅校（西建協）事務局  0428-22-6245 石川 

         日建学院立川校  042－527－3291 担当：澤田 

 

◇ お 知 ら せ◇ 
第１４回西多摩地区安全衛生大会 （西多摩分会） 
日時 １２月６日（木） 午後１時３０分～午後４時３０分 
会場 羽村市生涯学習センター ゆとろぎ 小ホール 
主催 建災防西多摩分会・青梅労働基準監督署他三団体 

１部 安全衛生活動事例発表  
         建災防西多摩分会会員 奥多摩建設工業㈱ 

２部 特別講演 
「安全な職場づくり・人づくり」 
㈲アイタック 代表取締役 板倉 健一 殿 

 

第２０回地区別ソフトボール大会の報告 
青梅市民球技場（野球場Ａ／Ｂ面使用）において、「西建協特別

ルール（守りは１０人、攻撃においては各チーム参加者全員が順

番にバッターボックスに立つ）」行なわれました。 

第１試合は予定時刻に始まり、Ａグランドは羽村地区チームが

勝ち進み、Ｂグランドの勝ちチームは秋川流域地区チームとなり

ました。 
第２試合の、Ａグランドは決勝戦、羽村地区チームが勝ち、   

第１６回大会より連続しての優勝となりました。 
Ｂグランドの３位決定戦は、奥多摩地区チームが勝ちました。   
１回戦  
（Ａグランド）  

青  梅 ３ ２ ０ １ ０ ０ １ ７ 
羽  村 ４ ２ ０ ４ ４ ６ × ２０ 

（Ｂグランド） 
奥 多 摩 ０ ０ ２ ２ ０ １ ０ ５ 
秋川流域 ０ ０ ０ ３ ０ ０ ３ ６ 

２回戦  
 優勝決勝戦 

秋川流域 ２ ０ ０ ４ ０ ０ ２ ８ 
羽  村 １３ ４ ０ ０ ２ １ × ２０ 

 ３位決定戦 
青  梅 １ ４ ０ １ ０ １  ７ 
奥 多 摩 ５ ４ １ ０ ２ ×  １２ 

 

『建設教育訓練助成金』終了のご案内 
 

西多摩建設業協同組合 
日建学院青梅認定校 

初冬の候、会員の皆様方には益々ご清栄のこととお喜び申し上げ

ます。 

さて、標記の『建設教育訓練助成金』終了につきましてご案内い

たします。当組合が日建学院認定校として開講をしております  

「1 級・2 級土木施工管理技士」「1 級・2 級建築施工管理技士」の

コースに適用されております、助成金制度が平成２５年３月末日で

終了いたします。ただし、平成２５年４月１日以降の講義であって

も、３月末迄に入学手続きをしていただければ適用になります。 

 

尚、この制度は費用が会社負担であって受講者が雇用保険に加入

していれば適用になります。助成される金額は学費の 50％最大 10

万円になります。 

 

又、７月１０日付け日本経済新聞に、『建設下請けに評価制度導

入』という記事が載っておりました。 

下請け業者の経営状態だけではなく、従業員の研修制度があるか

なども評価されるようです。 

資格者を増やしておくことは今後の評価に有利になると思われ

ます。会員の皆様だけではなく、下請け企業にもこの『建設教育訓

練助成金終了』を告知いただき、今後の評価制度に対応できるよう

資格取得を勧めていただければと存じます。 

下請け業者用の案内文（別紙 11 月 19 日案内予定）を協力業者に

FAX などで、告知をいただきますようにお願い申し上げます。 

 

参考までに、『建設下請けに評価制度導入』は国土交通省建設産

業戦略会議が７月１０日に公表しました『建設産業の再生と発展の

ための方策 2012』に盛り込まれております。昨年の『建設産業の再

生と発展のための方策 2011』には社会保険未加入対策の徹底が提言

されております。 

その結果今年１１月１日より建設業の社会保険未加入対策が本

格化をしてきました。 

 

講座の資料請求などは、１１月１９日別紙配布（メール配布）の

用紙に記入の上、組合まで FAX をお願いいたします。 

日建学院より説明いたします。 

電話での問い合わせは、日建学院までお願いいたします。 

  

問い合わせ先   

日建学院 立川校 042-527-3291  

担当 澤田（090-3545-5368） 


